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平成28年１月26日 第43号�（２）宝 達 志 水 町 議 会 だ よ り

平成27年第４回
12月９日～16日 定定 例例 会会

定例会開会中の議場内

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億

２
２
７
８
万
３
千
円
を
増
額
す

る
も
の
。

主
な
歳
入　

・
分
担
金
及
び
負
担
金

　
　
△
32
万
４
千
円

　
（
保
育
料
）

・
使
用
料
及
び
手
数
料

　
　
１
０
８
万
円

　
（
霊
園
使
用
料
）

・
国
庫
支
出
金

　
　
１
３
５
３
万
６
千
円

　
（
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負

担
金
な
ど
）

・
県
支
出
金

　
　
５
９
４
万
７
千
円

　
（
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負

担
金
な
ど
）

・
繰
入
金

　
　
△
20
万
５
千
円

　
（
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

特
別
会
計
繰
入
金
）

・
繰
越
金

　
　
１
億
２
７
４
万
９
千
円

　
（
前
年
度
繰
越
金
）

◎
予
算
関
係

主
な
歳
出　

・
総
務
費

　
　
９
４
９
４
万
５
千
円

　
（
財
産
管
理
事
務
費
な
ど
）

・
民
生
費

　
　
２
１
６
６
万
５
千
円

　
（
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

費
な
ど
）

・
衛
生
費

　
　
１
９
５
万
８
千
円

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
費
な
ど
）

・
農
林
水
産
業
費

　
　
３
７
３
万
円

　
（
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
）

・
商
工
費

　
　
48
万
５
千
円

　
（
商
工
総
務
事
業
費
）

債
務
負
担
行
為
の
補
正

　
契
約
開
始
期
間
を
年
度
当
初
と

し
な
け
れ
ば
支
障
を
来
す
業
務
等

に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
。

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
４

３
４
万
５
千
円
を
増
額
す
る
も

の
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正

　
契
約
開
始
期
間
を
年
度
当
初
と

し
な
け
れ
ば
支
障
を
来
す
業
務
等

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

宝
達
志
水
町
議
会
議
長　

林　
　

一　

郎

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
昨
年
の
一
月
の

改
選
か
ら
は
や
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
昨
年
は
、
宝
達
志
水
町
合

併
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
そ
れ
は
新
た
な
十
年
、
二
十

年
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
我
が
国
に
お
け
る
多
く
の

自
治
体
で
は
、
人
口
減
少
問
題
と

い
う
大
変
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
当
町
議
会
も
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
者
定
住
、

出
生
率
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

町
政
に
提
言
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

防
災
対
策
へ
の
強
化
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
と
宝
達
志
水
町

に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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○
宝
達
志
水
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
宝
達
志
水
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
）

○
宝
達
志
水
町
半
島
振
興
対
策
実

施
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
条
例
関
係

押水総合体育館

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

�
（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

◎
平
成
26
年
度
決
算
認
定
関
係

○
安
全
保
障
関
連
２
法
（
国
際
平

和
支
援
法
案
、
平
和
安
全
法
制

整
備
法
案)

の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
請
願

�

（
不
採
択
）

◎
請
願

に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
。�

�

（
全
員
賛
成
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
１

０
万
８
千
円
を
増
額
す
る
も
の
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正

　
契
約
開
始
期
間
を
年
度
当
初
と

し
な
け
れ
ば
支
障
を
来
す
業
務
等

に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

債
務
負
担
行
為
の
補
正

　
契
約
開
始
期
間
を
年
度
当
初
と

し
な
け
れ
ば
支
障
を
来
す
業
務
等

に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
）

○
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
54
万

円
を
増
額
す
る
も
の
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正

　
契
約
開
始
期
間
を
年
度
当
初
と

し
な
け
れ
ば
支
障
を
来
す
業
務
等

に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
）

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

○
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
国
民
健
康
保
険
志
雄
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
い
ず
れ
も
、
契
約
開
始
期
間

を
年
度
当
初
と
し
な
け
れ
ば
支

障
を
来
す
業
務
等
に
つ
い
て
債

務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
）

�

（
全
員
賛
成
）

○
宝
達
志
水
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定

　
・
宝
達
志
水
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
宝
寿
荘

　
・
宝
達
志
水
町
保
育
所
及
び
宝

達
志
水
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
・
宝
達
葛
会
館

　
・
宝
達
志
水
広
域
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
及
び
宝
達
志
水
町
民

サ
ッ
カ
ー
場

　
・
押
水
運
動
公
園
体
育
施
設

　

�

（
総
合
体
育
館
、
武
道
館
、
多

目
的
運
動
広
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
遠
的
弓
道
場
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
駐
車

場
等
関
連
施
設
を
含
む
。）

�

（
全
員
賛
成
）

○
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更

�

（
全
員
賛
成
）

◎
規
約
関
係

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
水
道
事
業
会
計
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
下
水
道
事
業
会
計
決
算

�

（
賛
成
８
人
、
反
対
１
人
）

○
国
民
健
康
保
険
志
雄
病
院
事
業

会
計
決
算

�

（
全
員
賛
成
）

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す

る
陳
情
書

�

（
採
択
）

◎
陳
情

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

�

（
全
員
賛
成
）

◎
議
会
議
案
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第
４
回
臨
時
会

�

10
月
26
日

○
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
２

７
８
万
４
千
円
を
増
額
す
る
も

の
。

�

（
全
員
賛
成
）

◎
予
算
関
係

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
�

議案提出者　寳達典久　議員　

　我が国には、ウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者が350万人いると推定され、国内最大の感
染症となっている。
　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的としたイン
ターフェロン治療及びＢ型肝炎の核酸アナログ製剤治療で保険適用されているものに限定されており、
より重篤化した肝硬変・肝がんに対する治療自体についての助成制度が存在しない。そのため、重度の
病態により就労困難な肝硬変・肝がん患者の多くは、経済的に苦しい中で高額の医療費を負担せざるを
得ず、生活に困難をきたしている。
　また、現在の障害者手帳の認定基準は、肝硬変・肝がん患者をはじめ肝炎患者の病状に合致する基準
となっておらず、支援が必要な病態にある大多数の患者が認定を受けることができない状況にある。
　現在、ウイルス性肝炎が原因である肝硬変・肝がんによって多くの方が亡くなられている中、肝硬変・
肝がん患者に対する医療費助成を含む生活支援制度の創設は、特に緊急に取り組むべき課題である。特
定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法においても、「とりわけ肝硬変及び肝が
んの患者に対する医療費助成を含む支援の在り方について検討を進めること」と附帯決議がなされてい
るが、国においては、新たな具体的な措置が講じられていない。
　よって、国におかれては、ウイルス性肝炎患者の救済のため、下記の事項について速やかに実現する
よう強く要望する。

記
　　　　１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
　　　　２　身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳交付の認定基準を
　　　　　　緩和し、患者の病態に応じた認定制度にすること。

○
国
民
健
康
保
険
志
雄
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
資
本
的
収
入
に
４
億
８
７
７

８
万
４
千
円
、
資
本
的
支
出
に

４
億
８
５
５
６
万
８
千
円
を
増

額
す
る
も
の
。

継
続
費
の
補
正

　
　
新
病
院
建
設
に
係
る
見
直
し

後
の
実
施
設
計
の
完
了
に
伴
い
、

継
続
費
の
総
額
及
び
年
割
額
を

追
加
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
）

新国民健康保険志雄病院完成イメージ図
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ふるさと人口対策特別委員会調査報告（抜粋）

　平成 27年１月６日の第１回臨時会において、ふるさと人口対策特別委員会を設置し、人口動態及び
子育て支援について調査・検討を重ねました。

　人口動態については、合併した平成 17 年の総人口は 16,010 人であったものが、10 年を経た平成
27年においては 13,984 人となり、2,026 人減少しています。
　出生から死亡を差し引いた自然要因では年平均で 112 人が減少。町外よりの転入から町外への転出
を差し引いた社会要因では、年平均 91人が減少しており、２つを合計すると年平均 203 人が減少し
ていることになります。
　年齢別でみると、14歳以下の年少者人口は毎年平均約 60人減少している一方、65歳以上の高齢者
人口は毎年平均約 115 人増加しており、平成 17年における高齢化率が 25.0％だったものが、平成 27
年には 33.9％へと上昇し、少子高齢化の進展が顕著となっています。

　人口減少を防止するとともに、若者の定住化と町民の増加を図ることを目的に設置された宝達志水町
若者等定住バックアップ制度は、現在、住宅を新築又は購入した場合に支給される住宅新築等奨励金
と第３子以降１人につき 10万円が支給される出産祝金の２つの制度があり、平成 26年度においては、
住宅新築等奨励金は 15件で 800 万円、出産祝金は 11件で 110 万円の支給実績となっています。
　子育て支援サービスにおいては、子育て応援助成券の配布、保育料の軽減、子ども医療費の助成など
の各種サービスが実施されています。特に、子ども医療費の助成では、通院・入院とも 18歳到達後の
年度末まで自己負担なしの全額助成を行っており、本年 10月からは償還払い制度から現物給付制度に
変更され、窓口無料化が実施されています。

　本年６月に 18歳以上 45歳までの全町民 3,679 人を対象として実施された宝達志水町「地方創生に
関するアンケート」第１次集計結果では、『働くことについて』の項目の通勤・通学等で要する時間と
して許容できる時間は「30分から１時間未満」が約４割と最も多く、次いで「15分から 30 分未満」
が約３割の回答となっています。
　また、『人口減少社会におけるまちづくり』の項目で、人口減少を乗り越え、宝達志水町が住みよい
まちになるためにこれから取り組むべきこと、最も重視すべきことについては、「雇用を拡大させて、
経済を活性化させる取り組み」と「結婚・出産・子育てがしやすい環境づくりに向けた取り組み」が共
に３割を超え上位を占める回答となっています。

　調査検討結果として、宝達志水町の子育て支援は他市町と比較しても決して遜色のないものであるこ
と。アンケート結果では、若者の意識として、雇用の場を求めているものの、通勤・通学時間として
30分から１時間未満は許容範囲であり、その移動に要する時間を考えるならば、勤務地は町外であっ
ても問題がないことがわかります。また、町に対して求めていることとして、結婚・出産・子育てしや
すい環境づくりに向けた取り組みが上位にあがっています。
　これらのことを考慮するならば、本町における人口減少
対策として今後取り組んでいくうえで重要なことは、既存
の子育て支援制度を今まで以上に広くＰＲして多くの方に
周知していくこと。若者が町外に転出することなく本町に
定着し生活してもらうため、子育てしやすい環境整備を今
後の町の施策として最優先に取り組んでいくことが重要で
あるということを、本委員会の調査検討結果の中間報告と
して報告いたします。
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北本俊一

町総合戦略に、若い世代の意見は
反映されているのか
副町長
意見を聞き、若い世代に重点を置くよう調整した

答 問①
地
方
創
生
に
つ
い
て

②
若
者
定
住
に
つ
い
て

①
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
町
を
担

う
若
い
世
代
の
思
い
が
大
切

と
の
考
え
か
ら
、
町
内
の
18

歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
方
の
全

員
を
対
象
に
、
結
婚
観
、
出

産
育
児
、
仕
事
な
ど
に
関
す

る
希
望
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
見
、
提

案
を
聞
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
20
歳
代
か
ら
70
歳

代
の
方
20
名
で
組
織
す
る
総

合
戦
略
推
進
会
議
を
設
置
し
、

人
口
減
少
問
題
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
幅

広
い
年
齢
層
か
ら
の
意
見
を

求
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
等
は
、
若

手
職
員
を
中
心
に
組
織
す
る

総
合
戦
略
専
門
部
会
で
協
議
、

検
討
し
、
若
い
世
代
に
重
点

を
置
い
た
も
の
と
な
る
よ
う

調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
般
、
そ
の
骨
子
が
ま
と

副
町
長

柴田　捷

未収金回収率向上のための取り組みは

町長
誠実を欠く滞納者には、給与・預金等の
差押えを実施する

答
町
長

①
普
及
率
は
押
水
地
区
で
92

･

５
％
、
志
雄
地
区
で
73･

０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
整
備
事
業
が
残
る
地
区
は

５
地
区
（
荻
谷
、
荻
島
、
敷

波
、
敷
浪
の
一
部
、
柳
瀬
の

一
部
）
で
、
国
道
沿
い
の
た

め
工
事
費
は
か
な
り
の
高
額

が
予
想
さ
れ
る
。

　
近
年
の
人
口
減
少
、
節
水

機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
る
下

水
道
使
用
料
の
減
少
や
、
供

用
開
始
後
20
数
年
経
過
し
た

各
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費

の
増
大
で
、
下
水
道
事
業
会

計
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　
今
後
の
整
備
計
画
は
、
こ

の
10
年
間
で
の
ほ
ぼ
完
成
を

目
標
と
し
て
整
備
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
町
税
の
滞
納
繰
越
額
は
、

中
能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
と
連
携
し
、
分
納
誓

約
や
給
与
・
預
金
等
の
調
査

差
押
え
な
ど
の
処
分
を
実
施

す
る
こ
と
で
減
少
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
機
構
に

職
員
を
派
遣
し
、
納
付
折
衝

な
ど
対
人
的
な
交
渉
技
術
を

習
得
す
る
な
ど
、
職
員
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る

徴
収
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　
町
税
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
公
共
料
金
は
、
町
民
負
担

の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
滞
納
を
防
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
督
促
状
、
催
告
状

の
発
送
、
臨
戸
徴
収
、
誓
約

書
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、

未
収
金
解
消
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
著
し
く
誠
実

を
欠
く
滞
納
者
に
は
、給
与・

預
金
等
の
調
査
差
押
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
水
道

事
業
で
は
、
給
水
停
止
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

　
未
収
金
も
町
の
貴
重
な
自

主
財
源
で
あ
り
、
そ
の
確
保

の
た
め
全
庁
的
に
取
り
組
む

べ
く
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が

効
果
的
か
、
ま
た
、
民
間
委

託
も
含
め
た
徴
収
方
法
の
検

討
な
ど
、
対
策
を
行
い
た
い
。

問①
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

②
町
税
等
の
未
収
金
の
回
収

率
向
上
と
不
納
欠
損
処
理

抑
制
対
策
に
つ
い
て

うう問問をを政政町町

質問
いっぱんいっぱん

答②
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
土
曜
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
県

内
外
か
ら
優
秀
な
チ
ー
ム
を

招
待
し
、
子
ど
も
の
技
術
の

向
上
と
交
流
を
深
め
る
大
会

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長

ま
り
、
近
く
公
表
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
更
に
幅
広

い
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

②
住
宅
新
築
等
奨
励
金
や
出

産
祝
金
を
支
給
す
る
若
者
等

定
住
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
に

加
え
、
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
、
保
育
料
の
第
２
子
か
ら

の
無
料
化
、
不
妊
・
不
育
治

療
費
の
助
成
な
ど
、
多
く
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
助
成
や
支
援
は
、

来
年
度
も
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
若
い
世
代
へ

の
通
勤
支
援
、
居
住
・
生
活

場
所
の
確
保
、
整
備
等
に
対

す
る
支
援
の
ほ
か
、
子
ど
も

の
育
成
支
援
、
結
婚
支
援
な

ど
も
検
討
し
て
い
る
。
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寳達典久

ケーブルテレビ事業の将来の方向性を
検討する必要があるのでは
町長
専門的な調査・調整を図り検討していきたい

答
町
長

　
光
ケ
ー
ブ
ル
や
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
の
伝
送
路
施
設
の
耐
用

年
数
は
約
20
年
で
、
平
成
40

年
頃
に
は
送
信
施
設
、
伝
送

路
な
ど
の
全
施
設
で
の
更
新

が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
。
必

要
経
費
は
お
よ
そ
８
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、

現
在
、
町
が
運
営
主
体
と
な

り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

者
と
専
用
回
線
を
結
び
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
加
入
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
加
入
相
談
会

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
加
入
施

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
10
月

末
現
在
の
加
入
率
は
43
％
に

留
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年

は
思
う
よ
う
な
伸
び
は
見
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
事

業
を
継
続
し
た
場
合
、
多
額

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

事
業
の
健
全
化
計
画
等
の
策

定
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
調

査
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

問　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に

つ
い
て

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
出
演
者
の
募
集
等
に
よ
り

町
民
に
親
し
ま
れ
る
番
組
制

作
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

自
主
制
作
番
組
「
さ
く
ら
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
で
町
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
、
行
政
情
報
を
は
じ

め
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
番
組
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
広
報
紙
な
ど

で
グ
ル
ー
プ
紹
介
番
組
等
へ

の
出
演
募
集
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
の
方
向
性
も
見
極
め
な

が
ら
、
番
組
制
作
を
進
め
て

い
き
た
い
。

うう問問をを政政町町

質問
いっぱんいっぱん

小島昌治

下水道料金の引き上げはするべきでは
ないのでは
町長
料金改定は議会と相談しながら行いたい

答
町
長

①
合
計
特
殊
出
生
率
を
２
・

１
と
す
る
の
は
、
国
の
出

生
動
向
基
本
調
査
に
お
け
る

「
夫
婦
の
予
定
子
ど
も
数
」

が
２
・
07
人
で
あ
る
こ
と
、

一
定
の
人
口
規
模
を
維
持
す

る
に
は
２
・
１
人
が
必
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て

の
目
標
値
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
町
の
出
生
率

の
推
移
や
子
ど
も
を
産
む
女

性
の
負
担
等
を
考
え
る
と
、

よ
り
高
い
数
値
設
定
は
逆
効

果
に
も
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

現
状
で
は
適
切
な
目
標
値
だ

と
考
え
て
い
る
。

②
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技

術
の
進
歩
に
よ
る
医
療
費
給

付
の
伸
び
率
な
ど
を
勘
案
し
、

今
後
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見

問①
「
宝
達
志
水
町
総
合
戦

略
」
に
お
け
る
人
口
目
標

に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
③
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

④
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

な
が
ら
国
保
運
営
審
議
会
に

も
諮
り
、
適
切
に
保
険
税
を

設
定
し
た
い
。

③
支
給
の
可
否
の
決
定
は
前

年
度
の
所
得
が
確
定
す
る
６

月
以
降
と
な
る
た
め
、
入
学

前
に
「
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
」
を
支
給
す
る
こ
と

は
、
制
度
上
難
し
い
。

　
し
か
し
、
近
年
は
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
必
要

な
支
援
を
行
う
こ
と
は
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

④
こ
れ
ま
で
本
体
料
金
の
改

定
を
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
人
口
減
少
に
よ
る
有

収
水
量
の
減
少
に
加
え
、
普

通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に

よ
る
特
例
が
段
階
的
に
縮
減

さ
れ
、
交
付
税
の
減
額
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま

で
以
上
に
下
水
道
事
業
会
計

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
料
金
改
定
に
つ
い

て
は
、
議
会
と
相
談
し
な
が

ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

ケーブルテレビ番組撮影



　
撤
去
も
含
め
、
改
修
方
法

　
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
宝
寿
荘
利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
直
行
バ
ス

を
運
行
す
る
な
ど
の
対
応

は
で
き
な
い
の
か
。

　
試
験
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況
が

宝
寿
荘
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
専
用
バ
ス

の
運
行
も
検
討
し
た
い
。

れ
る
。

　
経
費
の
縮
減
は
図
ら
れ
る

の
か
。

　
指
定
す
る
民
間
事
業
者
等

に
、
経
費
削
減
へ
の
努
力

を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
押
水
運
動
公
園
体
育
施
設

の
管
理
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、

腐
食
が
著
し
い
旧
押
水
運

動
公
園
野
球
場
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
な
ど
の
改
修
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
年
２
回
、
除
草
作
業
を

委
託
し
て
い
る
。

　
枯
れ
た
松
の
対
応
は
。

　
伐
採
し
た
。

　
墓
地
利
用
者
か
ら
維
持
管

理
費
と
し
て
、
負
担
金
を

徴
収
す
る
考
え
は
。

　

開
始
時
期
は
未
定
だ
が
、

徴
収
を
検
討
し
て
い
る
。

　
町
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
、

宝
達
志
水
町
の
保
育
所
を

利
用
し
て
い
る
方
は
何
名

い
る
の
か
。

　
里
帰
り
出
産
の
た
め
実
家

へ
帰
省
し
て
い
る
方
な
ど
、

現
在
13
名
が
利
用
。

　
反
対
に
、
宝
達
志
水
町
に

住
所
の
あ
る
方
で
、
他
市

町
の
保
育
所
等
を
利
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
。

　
13
名
い
る
。

　
町
内
の
保
育
所
で
は
英
語

教
育
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
の
遊
び
を
通
じ
て

英
語
を
学
ぶ
機
会
を
設
け

て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
伴
い
設
置
す
る
顔
認
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町
内
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
計
画
的
に
進
め
て
い
く

べ
き
で
は
。

　
集
落
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
事
業
の
進

め
方
を
区
長
会
と
相
談
し

た
い
。

　
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
パ

ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
繋
が
っ
て
い
る
の
か
。

　
戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
に

関
連
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
完

全
に
別
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
取
扱
い
可
能
な

職
員
も
限
定
し
て
運
用
し

て
い
る
。

　
土
地
開
発
基
金
で
保
有
し

て
い
る
土
地
を
、
な
ぜ
買

い
戻
す
の
か
。

　
購
入
希
望
者
に
対
し
て
迅

速
な
売
却
が
で
き
る
よ
う
、

態
勢
を
整
え
て
お
く
た
め
。

　
街
灯
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
、
町
が
主
体
と
な
り

委 

員 

会 

ノ 

ー 

ト

～
第
４
回
定
例
会
会
期
中
の
審
査
内
容
～

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

問答

問

答 答問

答

ＬＥＤ防犯灯

問 答

問答 答

答 問

答

　
奉
祖
見
霊
園
の
除
草
は
誰

が
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

区
画
内
は
墓
地
利
用
者
、

そ
れ
以
外
の
共
用
部
分
は

町
に
て
対
応
。

　
町
で
は
年
に
何
回
、
除
草

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

答 問

　議会運営委員会（北信幸委員長）の委員３名と、林一
郎議長、津田達町長は 12 月 21 日、馳浩文部科学大臣
と岡田直樹財務副大臣に要望書を提出しました。
　馳文部科学大臣への要望事項は二項目あり、一つは、
埋蔵文化財保管管理、調査研究、展示公開の施設整備に
係る国庫負担・補助事業の認定についてであり、もう一
つは総合型地域スポーツクラブ活動の充実を図るため、
自立支援事業及び活動基盤強化事業等の助成金の拡充と
助成期間の延長など、設立後の活動に対する継続した支
援についての要望書を提出しました。
　また、岡田財務副大臣には、宝達志水町が有する美し
い砂浜を維持できるよう、「海岸漂着物地域対策推進事
業」の継続と事業の
充実・強化のための
予算措置についての
要望書を提出しまし
た。

馳文部科学大臣、岡田財務副大臣
に要望書を提出　　　　　　　　

問

証
機
器
の
サ
イ
ズ
は
。

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
ほ
ど
の

大
き
さ
で
、
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
予
定
。

　
公
の
施
設
の
管
理
を
、
町

が
指
定
す
る
民
間
事
業
者

等
に
代
行
さ
せ
る
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
た
際

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
民
間
事
業
者
等
が
持
つ
ノ

ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
さ

答 問問

問 答問 答問 答問 答

問
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人
口
減
少
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、11
月
16
日
、

岐
阜
県
恵
那
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
恵
那
市
は
岐
阜
県
の
南
東

部
に
位
置
し
、
愛
知
県
と
長

野
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
恵
那
市
の
総
人

口
は
５
万
３
７
１
８
人
で
、

今
か
ら
20
年
先
の
平
成
47
年

の
総
人
口
は
３
万
８
９
０
０

人
と
な
り
、
１
万
８
４
１
８

人
減
少
し
ま
す
。
そ
の
う
ち

生
産
年
齢
人
口
に
あ
た
る
15

歳
か
ら
64
歳
の
人
口
で
は
３

万
１
０
２
０
人
が
１
万
９
２

４
０
人
と
な
り
、
１
万
１
７

８
０
人
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
恵
那
市
総
合
計
画

後
期
計
画
（
計
画
期
間
＝
平

成
23
年
度
～
27
年
度
）
に
お

い
て
、
人
口
減
少
問
題
解
決

の
た
め
に
、
少
子
化
対
策
、

健
康
寿
命
延
伸
対
策
、
魅
力

づ
く
り
対
策
、
雇
用
対
策
、

移
住
・
定
住
対
策
を
５
つ
の

柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
少
子
化
対
策
に
は
、
恵
那

こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で
の

相
談
会
、
地
域
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
い
っ
た
「
結

婚
支
援
事
業
」
や
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担

分
を
助
成
す
る
「
子
ど
も
福

祉
医
療
費
助
成
事
業
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
延
伸
対
策
と
し

て
は
、
高
齢
者
向
け
住
宅
改

修
に
上
限
40
万
円
を
助
成
す

る
「
高
齢
者
生
き
生
き
住
宅

改
修
事
業
」
や
市
内
の
温
泉

施
設
を
利
用
し
た
場
合
、
１

回
３
０
０
円
（
年
４
回
）
の

助
成
を
す
る
「
高
齢
者
等
温

泉
施
設
利
用
助
成
事
業
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
魅
力
づ
く
り
対
策
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
や
移
住
・
定
住
に

関
す
る
「
恵
那
市
の
魅
力
紹

介
事
業
」
や
「
メ
デ
ィ
ア
戦

略
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。　

　
雇
用
対
策
と
し
て
は
、
空

き
店
舗
の
改
装
や
借
り
上

げ
、
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支

援
す
る
「
商
店
街
空
き
店
舗

対
策
事
業
」
や
投
資
資
本
の

１
割
（
上
限
５
千
万
円
）
の

企
業
等
立
地
奨
励
金
の
支

給
。
さ
ら
に
市
民
の
新
規
雇

用
１
人
に
つ
き
30
万
円
を
支

給
す
る
「
企
業
誘
致
対
策
事

業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
対
策
事
業
と

し
て
、
移
住
・
定
住
に
関
す

る
総
合
窓
口
の
設
置
。
個
別

相
談
や
Ｐ
Ｒ
事
業
等
を
実
施

し
、
移
住
に
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
恵

那
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
や
市
外
か
ら
転

入
し
た
方
が
新
築
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税

を
３
年
間
減
免
し
、
奨
励
金

25
万
円
（
義
務
教
育
以
下
の

児
童
が
い
る
場
合
５
万
円
の

加
算
）
が
支
給
さ
れ
る
「
固

定
資
産
税
の
減
免
・
定
住
奨

励
金
事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。「
恵
那
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
で
は
空

き
家
情
報
な
ど
移
住
・
定
住

の
相
談
窓
口
と
し
て
の
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
や
、
名
古
屋

を
中
心
に
東
京
、
大
阪
な
ど

の
都
市
部
に
向
け
た
移
住
・

定
住
セ
ミ
ナ
ー
を
年
10
回
ほ

ど
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年

９
月
ま
で
の
実
績
と
し
て
、

移
住
相
談
者
は
６
９
９
組
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
登
録

者
数
は
３
７
３
組
、
市
外
か

ら
の
移
住
者
数
は
３
０
９
組

（
８
７
３
人
）
だ
そ
う
で
す
。

市
で
は
前
述
し
た
以
外
に

も
、
５
つ
の
柱
を
核
と
し
て

様
々
な
事
業
を
実
施
し
、
人

口
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
恵
那
市
で
は
、
平
成
26
年

及
び
平
成
27
年
の
２
カ
年
を

か
け
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
じ
ま
る
「
第
２
次
恵
那
市

総
合
計
画
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
平
成

22
年
の
人
口
の
実
測
値
を
基

準
と
し
て
、
平
成
37
年
の
市

の
総
人
口
は
約
８
６
０
０
人

減
少
し
４
万
５
１
０
０
人
に
、

う
ち
15
歳
未
満
の
子
ど
も
の

数
は
約
２
２
０
０
人
減
少
し

４
８
７
１
人
に
、
15
歳
か
ら

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
約

７
７
０
０
人
減
少
し
２
万
３

３
３
１
人
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
は
29
・
０
％
か
ら

37
・
５
％
に
数
値
が
上
昇
す

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
減
少
は
、
複
式
学
級

に
な
る
な
ど
教
育
環
境
の
変

化
や
小
学
校
の
統
廃
合
が
懸

念
さ
れ
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
は
、
消
費
が
落
ち
込
み

市
民
の
所
得
の
減
少
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、

高
齢
化
率
の
上
昇
は
健
康
・

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
更

に
強
化
さ
れ
る
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
平
成
37
年

の
推
計
総
人
口
よ
り
２
３
０

０
人
多
い
４
万
７
４
０
０
人

を
、
地
域
継
続
の
た
め
の
目

標
人
口
と
し
て
、
そ
の
実
現

の
た
め
様
々
な
事
業
や
施
策

が
第
２
次
総
合
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
担
当
者
の
方
に
話
を
聞
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
移
住
・
定

住
の
中
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
、
も
っ
と
し
っ
か
り
と
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
雇
用
の
場

も
あ
る
の
で
、
若
い
人
が

戻
っ
て
来
れ
る
よ
う
に
、
暮

ら
し
や
す
さ
、
子
育
て
し
や

す
さ
に
力
を
い
れ
て
、
こ
の

５
年
間
を
頑
張
ら
な
い
と
、

次
の
10
年
は
な
い
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
対
す
る
施

策
・
取
り
組
み
つ
い
て
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
人
口
対
策
特
別
委
員
会
視
察
報
告
書

岐
阜
県
恵
那
市
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町

議

会

日

誌

10
月
～
12
月

【
10
月
】

２
日　
広
域
圏
議
会
斎
場
建

設
特
別
委
員
会

　
　
　
広
域
圏
議
会
決
算
特

別
委
員
会

　
　
　
能
登
地
区
町
議
会
臨

時
連
絡
会

４
日��

押
水
地
区
敬
老
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
土
上　
　
猛

副
委
員
長　
柴
田　
　
捷

委　
　
員　
北　
　
信
幸

委　
　
員　
久
保　
喜
六

この広報は高精細340線で印刷したものです。
PIN No.P13-0179

佐賀県みやき町議会民生福祉常任委員会来庁

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス基準に適合した
地球環境にやさしい印刷方法で作成されています
E3PA：環境保護印刷推進協議会

【
12
月
】

９
日　
病
院
運
営
特
別
委
員

会

10
日　
国
道
159
号
「
羽
咋
道

路
」
着
工
を
祝
う
会

　
　
　
蓮
華
山
大
相
撲
土
俵

祭
り

13
日　
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
定
例
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
編
集
特
別
委
員

会

18
日　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
日
本
海
本
祭

19
日　
佐
賀
県
み
や
き
町
議

会
民
生
福
祉
常
任
委

員
会
来
庁

【
11
月
】

５
日
～
７
日

������　
羽
咋
郡
町
議
会
議
長

会
行
政
視
察

７
日
～
８
日

　
　
　
町
村
監
査
功
労
者
表

彰
式
・
町
村
監
査
委

員
全
国
研
修
会

21
日　
ふ
る
さ
と
人
口
対
策

特
別
委
員
会

22
日
～
23
日

　
　
　
県
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
・
加
賀
地

区
行
政
産
業
視
察

24
日　
宝
達
山
水
源
の
森
づ

く
り
協
議
会
植
樹
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
町
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
の
と
里
山
空
港
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

27
日　
例
月
出
納
検
査

27
日
～
30
日

　
　
　
定
期
監
査

押水地区敬老会

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
町
議
会
定
例
会
開
会

10
日　
病
院
運
営
特
別
委
員

会

11
日　
教
育
厚
生
常
任
委
員

会

14
日　
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
町
議
会
定
例
会
再
開

20
日　
金
沢
市
議
会
副
議
長

就
任
祝
賀
会

21
日　
河
北
縦
断
道
路
建
設

促
進
同
盟
会
要
望
会

21
日
～
22
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
要

望
活
動

25
日　
例
月
出
納
検
査

議会を傍聴しませんか
　町民の皆さんに議会活動の内容を広く知っていただ
くために、議会の傍聴をお勧めします。
　傍聴する前に、議場入り口で、氏名、住所、年齢の
記入をお願いします。
� 問い合わせ　議会事務局　TEL29-8310

１
日��

志
賀
町
合
併
十
周
年

記
念
式
典

２
日　
羽
咋
郡
市
戦
没
者
慰

霊
祭

３
日　
町
功
労
者
顕
彰
式

５
日
～
６
日

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

６
日　
中
学
校
建
設
特
別
委

員
会

９
日　
ふ
る
さ
と
人
口
対
策

特
別
委
員
会

10
日　
石
川
県
町
村
議
会
議

長
会
懇
談
会

11
日　
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会

11
日
～
12
日

　
　
　
能
登
地
区
町
議
会
連

絡
会
視
察
研
修

13
日　
議
会
改
革
特
別
委
員

会

　
　
　
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広

域
処
理
組
合
議
会
定

例
会

16
日
～
17
日

　
　
　
ふ
る
さ
と
人
口
対
策

特
別
委
員
会
視
察

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
例
月
出
納
検
査

26
日　
県
町
村
議
会
議
長
会

議
長
協
議
会

　
　
　
広
域
圏
議
会
定
例
会

27
日　
町
議
会
全
員
協
議
会


